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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の外部装置と通信可能であって、前部および後部を有するハウジングを備える少な
くとも１つのディスプレイに電気的に通信し該少なくとも１つのディスプレイを駆動し、
該ディスプレイの該後部に固定的に取付けられる少なくとも１つの患者モニタと、
　該ハウジングの該前部に装着され、中央表示領域とその左右上下の縁に沿って延びる黒
縁とを有する平坦なガラスを備えるタッチスクリーンと、
　該患者モニタと電気的に通信し、少なくとも１つの患者パラメータ計測装置と電気的に
通信するための少なくとも１つのインタフェースを有し、複数の患者のパラメータの計測
を提供するための少なくとも１つのモジュールと、
　警報状態を判定する処理装置と、
　該タッチスクリーン内に設けられ該警報状態の間は該処理装置によって作動され、該黒
縁を通過可能な複数の光源と、
　該患者モニタ、モジュール、および／または患者パラメータ計測装置間の電気的通信を
可能にする少なくとも１つのデュアルシリアルバス（ＤＳＢ）インタフェースと、を備え
る患者監視システム。
【請求項２】
　少なくとも１つの光源は、該ディスプレイの該前面の該上端近傍に配置されることを特
徴とする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項３】
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　該タッチスクリーンは、警報の音量レベルを制御するための該光源に対応する領域を有
することを特徴とする請求項２に記載の患者監視システム。
【請求項４】
　該領域は、該警報の音量レベルを下げるための第１部分と、該音量レベルを上げるため
の第２部分と、を有することを特徴とする請求項３に記載の患者監視システム。
【請求項５】
　少なくとも１つの光源は、該ディスプレイの背面に配置されることを特徴とする請求項
１に記載の患者監視システム。
【請求項６】
　該少なくとも１つの患者モニタは、複数の制御基板を装着するための取外し可能な内部
シャーシを備えることを特徴とする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項７】
　該少なくとも１つの患者モニタは、該患者モニタに取り付けられハンドルを備え、
　該ハンドルは、さらに、上位置、下位置、及び、該ハンドルを使って該患者モニタが運
ばれるときに床に対して直交する該患者モニタのバランスをとるための設定点を有し、該
ハンドルが該上位置から解放されたときに該ハンドルの下降運動を妨害するダンパを有す
ることを特徴とする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項８】
　該少なくとも１つの患者モニタは、複数のリチウムイオン電池と、該複数の電池の充電
状態、放電状態、及び、過熱状態を監視するマイクロコンピュータを備えることを特徴と
する請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項９】
　該少なくとも１つの患者モニタは、心電図（ＥＣＧ）、非観血式血圧（ＮＩＢＰ）を１
５分おきに監視し１５分おきに記録をとりながら、バッテリ電源で８時間動作可能である
ことを特徴とする請求項８に記載の患者監視システム。
【請求項１０】
　該少なくとも１つの患者モニタの重量は４．０８キログラムよりも小さいことを特徴と
する請求項９に記載の患者監視システム。

【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　本明細書は、２０１２年５月１５日に出願された米国仮特許出願第６１／６４７，３６
１号を優先権主張の基礎とする。
【０００２】
　また、本明細書は、２０１０年１１月１９日に出願された「デュアルシリアルバス（Ｄ
ＳＢ）インタフェースを備える患者監視システム」と題された米国仮特許出願第６１／４
１５，７９９号を優先権主張の基礎とし、２０１１年１１月１８日に出願され同一題の米
国特許出願第１３／３００，４６２号の一部継続出願である。両出願は、全て参照するこ
とにより本願明細書に取り込まれている。
【０００３】
　また、２０１１年１１月１８日に出願され、「デュアルシリアルバスインタフェース」
と題され、本発明の出願人に譲渡された同時係属米国特許出願第１３／３００，４７８号
も、全て参照することにより本願明細書に取り込まれている。
【技術分野】
【０００４】
　本明細書は、一般に、病院を拠点とする複数の患者監視システムに関する。特に、本明
細書は、モニタ・ディスプレイアセンブリと、複数の任意の独立型ディスプレイと、複数
の任意の独立型モニタと、１または複数のモジュールと、複数の患者パラメータを計測す
る複数の装置とを備える設定可能な患者監視システムに関する。
【背景技術】
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【０００５】
　患者監視システムは、医療用電子機器であって、患者の様々なバイタルサインを計測し
、全ての計測値をデータとして収集して処理し、当該データを図形として及び／または数
字として表示面上に表示する。図形データは、時間軸上のデータチャンネル（複数の波形
）として連続的に表示される。複数の患者監視システムは、複数の病床付近に配置され、
一般的には複数の重症管理室内に配置される。複数の患者監視システムは、患者に取り付
けられた計測装置を介して継続的に患者の状態を監視し、病院職員によって見られること
ができる。いくつかの患者監視システムはローカル接続のディスプレイ上にのみ表示可能
であって、その他の患者監視システムは、中央監視室やナースステーション等の他の複数
の場所でデータを表示するように、ネットワークに接続可能である。
【０００６】
　複数の携帯型患者監視システムは、救急医療班（EMS）の職員により使用可能である。
これらのシステムは、一般的に、モニタを有する除細動器を備える。複数のホルターモニ
タ等の他の複数の携帯型ユニットは、特定の期間、複数の患者に身に着けられ、その後、
計測及び収集データの評価のために医者に返却される。現在の複数の患者監視システムは
、パルスオキシメトリ（ＳｐＯ２：経皮的動脈血酸素飽和度）、心電図（ｅｌｅｃｔｒｏ
ｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈ：ＥＣＧ）、観血式血圧（ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｂｌｏｏｄ　ｐｒ
ｅｓｓｕｒｅ：ＩＢＰ）、非観血式血圧（ｎｏｎ－ｉｎｖａｓｉｖｅ　ｂｌｏｏｄ　ｐｒ
ｅｓｓｕｒｅ：ＮＩＢＰ）、脳波図（ｅｌｅｃｔｒｏｅｎｃｅｐｈａｌｏｇｒａｐｈ：Ｅ
ＥＧ）、体温、心拍出量、カプノグラフィ（Ｃ０２）、混合静脈血酸素飽和度（ＳｖＯ２

）、バイスペクトラルインデックス（ｂｉｓｐｅｃｔｒａｌ　ｉｎｄｅｘ：ＢＩＳｘ）、
及び、呼吸を含む様々なバイタルサインを計測・表示することができる。複数の患者監視
システムは、脈拍数及び呼吸数等の最大・最小・平均の値及び周波数を計測・表示するこ
とができる。
【０００７】
　収集されたデータは、固定有線接続または無線データ通信を介して、送信されることが
可能である。複数の患者監視システムへの電力は、主電力線を介して、または、複数の電
池によって、供給可能である。現在の複数の患者監視システムは、特定の欠点や制限がな
いわけではないが、患者の状態を監視し変化を医療従事者に通知することにおいて効果的
である。
【０００８】
　複数の患者監視システムは、一般的に、医療従事者に患者の状態が変化したことを通知
するための音警報及び視覚警報を備える。複数の警報パラメータは、医療従事者により設
定可能である。複数の可聴式ナースアラームは、多くの場合、音量が大き過ぎて、他の患
者達や職員達の気を散らせることがある。眩しく点滅する複数の視覚的ナースアラームも
また、他の患者達の気を散らせることがある。逆に、より繊細な複数の視覚的ナースアラ
ームは、監視システムディスプレイ上の視覚的擾乱によって、または、当該視覚アラーム
が当該ディスプレイ上の他の情報から十分識別されていないために、視覚化が困難となる
場合がある。さらに、動作中の警報を停止することが看護師にとって困難な場合があり、
患者へのケアが遅れる。一般的な警報制御のユーザインタフェースは、従来の押ボタン式
または多くの場合タッチスクリーンやキーボードを介して操作される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このため、複数の患者監視システム内にあって、可聴的警報及び視覚的警報の両方を看
護師に容易に認識されるとともに患者達の邪魔にならないより良い警報機構が必要とされ
ている。さらに、担当看護師が迅速に警報を停止でき患者の要求に集中することができる
警報機構が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　現在の複数の患者監視システムは、伝統的に、ディスプレイ、筐体、および、電子機器
を有する統合型パッケージ内に積み込まれている。これにより柔軟性が制限され、個別の
要求や利用可能空間に合わせて使用者が監視システムをカスタマイズすることを抑制する
。よって、個々の構成要素が別々であってかつ様々な構成において接続可能となるモジュ
ール式患者監視システムが必要とされる。詳細には、統合型ディスプレイを備えず、客ま
たは商業用の民生品（COTS）ディスプレイに接続可能なモニタが必要とされる。このよう
な監視システムは、使用者達にディスプレイ及びモニタを最も効果的な方法で配置させる
ことができる。これにより、患者の近辺の貴重な領域を自由に用いることができる。
【００１１】
　本明細書は、ディスプレイと、モニタと、１または複数のモジュールと、少なくとも１
つの患者パラメータ計測装置とを含む複数の非統合型構成要素を備える設定可能な患者監
視システムを対象とする。様々な患者のパラメータは監視可能であって、当該複数のパラ
メータ計測装置は、複数のデュアルシリアルバス（ＤＳＢ）コネクタおよび複数のＤＳＢ
ケーブルを介して、当該システムに接続されている。
【００１２】
　一の実施の形態において、本明細書は複数の患者監視システムにおいて用いられる表示
装置を対象とする。表示装置は、前面を有し筐体を規定するハウジングと、該ハウジング
の前面部分に装着されるタッチスクリーンと、警報状態を判定する処理装置と、該タッチ
スクリーン内に設けられ該警報状態の間は該処理装置によって作動される複数の光源と、
を備える。該筐体は、該ハウジングの右側に位置する第１開口と、該ハウジングの左側に
第２開口を有する。該タッチスクリーンは平坦なガラスを有し、該平坦なガラスは中央表
示領域と該ガラスの左右上下の縁に沿って延びる黒縁を有する。該複数の光源は、該黒縁
を通過し、該第１開口及び第２開口を同時に通過する。
【００１３】
　一の実施の形態において、該表示装置はさらに、該タッチスクリーンの該枠に沿った単
一の突出したプログラム可能な電気容量性のボタンを備える。一の実施の形態において、
該ボタンは、金属容量片（ｍｅｔａｌ　ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｐｉｅｃｅ）を備える。
他の実施の形態において、該表示装置は、該警報光を制御するためにプログラムされた該
タッチスクリーンの部分を有する。
【００１４】
　一の実施の形態において、該複数の警報光は使用者によって設定可能であって、複数の
警報光の最小レベルが定義される。該複数の警報光は、スクリーンに警報が現れるディス
プレイおよび／または警報音響装置から独立して作動されてもよい。
【００１５】
　一の実施の形態において、該表示装置の該黒縁は、該ガラスの背面にシルクスクリーン
されている。他の実施の形態において、該表示装置の該黒縁はインクを備え、インクは、
シルクスクリーンされる、または、該ガラスの背面上のマスクされた外縁領域上に散布さ
れる。他の実施の形態において、該表示装置の該黒縁は、連続的及び均一な外観を得るが
、光を通過させる小さな開口部を含む。
【００１６】
　一の実施の形態において、該黒縁を通過する光を出射する該複数の光源は、該第１開口
及び第２開口を通過する光を出射する複数の光源と同一である。
【００１７】
　一の実施の形態において、該黒縁を通過する光を出射する該複数の光源は、該第１開口
及び第２開口を通過する光を出射する複数の光源とは異なる。
【００１８】
　他の実施の形態において、複数の警報光は、該ディスプレイの上部を横切る１つのナー
ス用の光として構成されている。付加的にまたは任意で、一の実施の形態において、どの
角度およびどの位置からでも完全なナース用の光の視認性を提供するように、他のナース
用警告光は背後に配置される。
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【００１９】
　他の実施の形態において、本明細書は、複数の外部装置と通信可能な少なくとも１の患
者モニタと、少なくとも１つのデュアルシリアルバス（ＤＳＢ）インタフェースとを備え
る患者監視システムを対象とする。該患者モニタは、少なくとも１つのディスプレイに電
気的に通信し該少なくとも１つのディスプレイを駆動する。該ディスプレイは、前部を有
し筐体を規定するハウジングと、該ハウジングの前面部分に装着されるタッチスクリーン
と、複数の患者のパラメータの計測を提供するための少なくとも１つのモジュールと、警
報状態を判定する処理装置と、該タッチスクリーン内に設けられ該警報状態の間は該処理
装置によって作動される複数の光源と、を有する。該筐体は、該ハウジングの右側に位置
する第１開口と、該ハウジングの左側に位置する第２開口とを有する。該タッチスクリー
ンは平坦なガラスを有し、該平坦なガラスは中央表示領域と該ガラスの左右上下の縁に沿
って延びる黒縁とを有する。該モジュールは該患者モニタと電気的に通信し、該モジュー
ルは少なくとも１つの患者パラメータ計測装置と電気的に通信するための少なくとも１つ
のインタフェースを有する。該複数の光源は、該黒縁を通過し、該第１開口及び第２開口
を同時に通過する。該少なくとも１つのデュアルシリアルバスインタフェースは、該患者
モニタ、モジュール、および／または、患者パラメータ計測装置間の電気的通信を可能に
する。
【００２０】
　本明細書は、また、複数の外部装置と通信可能な少なくとも１つの患者モニタと、デュ
アルシリアルバス（ＤＳＢ）インタフェースとを備える患者監視システムを対象とする。
該患者モニタは、少なくとも１つのディスプレイに電気的に通信し該少なくとも１つのデ
ィスプレイを駆動する。該ディスプレイは、前部及び後部を有するハウジングと、該ハウ
ジングの該前部に装着されるタッチスクリーンと、複数の患者のパラメータの計測を提供
するための少なくとも１つのモジュールと、警報状態を判定する処理装置と、該タッチス
クリーン内に設けられ該警報状態の間は該処理装置によって作動される複数の光源と、を
有する。該タッチスクリーンは平坦なガラスを有し、該平坦なガラスは中央表示領域と該
ガラスの左右上下の縁に沿って延びる黒縁を有する。該モニタは、該ディスプレイの該後
部に固定的に取付けられる。該モジュールは該患者モニタと電気的に通信し、該モジュー
ルは少なくとも１つの患者パラメータ計測装置と電気的に通信するための少なくとも１つ
のインタフェースを有する。該複数の光源は、該黒縁を通過する。該少なくとも１つのデ
ュアルシリアルバスインタフェースは、該患者モニタ、モジュール、および／または、患
者パラメータ計測装置間の電気的通信を可能にする。
【００２１】
　一の実施の形態において、該少なくとも１つの光源は、該表示装置の該前面の該上縁に
近接して配置されている。一の実施の形態において、該タッチスクリーンは、警報の音量
レベルを制御するための該光源に対応する領域を有する。一の実施の形態において、該領
域は、該音量レベルを下げるための第１部分と該音量レベルを上げるための第２部分とを
有する。
【００２２】
　一の実施の形態において、少なくとも１つの光源は、該ディスプレイの該背面上に配置
される。
【００２３】
　一の実施の形態において、該少なくとも１つの患者モニタは、複数の制御基板を装着す
るための取外し可能な内部シャーシを備える。
【００２４】
　一の実施の形態において、該少なくとも１つの患者モニタは、該患者モニタに取り付け
られるハンドルを備える。該ハンドルは、さらに、上位置、下位置、及び、該ハンドルを
使って該患者モニタが運ばれるときに床に対して直交する該患者モニタのバランスをとる
ための設定点を有し、該ハンドルが該上位置から解放されたときに該ハンドルの下降運動
を妨害するダンパを有する。
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【００２５】
　一の実施の形態において、該少なくとも１つの患者モニタは、複数のリチウムイオン電
池と、該複数の電池の充電状態、放電状態、及び、過熱状態を監視するマイクロコンピュ
ータを備える。一の実施の形態において、該少なくとも１つの患者モニタは、ＥＣＧ、Ｎ
ＩＢＰを１５分おきに監視し１５分おきに記録をとりながら、バッテリ電源で８時間動作
可能である。
【００２６】
　一の実施の形態において、該少なくとも１つの患者モニタは、Ｓａｂｉｃ　Ｌｅｘａｎ
　ＥＸＬプラスチック製のハウジングを有する。一の実施の形態において、該少なくとも
１つの患者モニタの重量は４．０８キログラム（９ポンド）よりも小さい。
【００２７】
　また、本明細書は、患者監視システムの監視表示装置を受ける受け面を有するドッキン
グステーションを対象とする。該監視表示装置は、第１コネクタおよびデジタル情報及び
電力の伝送のための複数のモニタレセプタクルを有している。該ドッキングステーション
は、複数の第２のレセプタクルと、該ドッキングステーションの該受け面上に配置され該
監視表示装置の第１コネクタと結合するための第２コネクタと、該デジタル情報及び電力
の伝送を制御するための回路基板と、該監視表示装置の底部の外形と合う成型された凹部
と、該監視表示装置を所定の位置に確実に保持するための少なくとも１つのラッチ機構と
、該監視表示装置を該ドッキングステーションから取り外すために該ラッチ機構を解放す
る解除ボタンとを備える。該監視表示装置が該ラッチ機構を介して該ドッキングステーシ
ョンにしっかりと装着されたとき、該第１コネクタは該第２コネクタと電気的通信を行う
。また、該回路基板は、該第１及び第２コネクタを介して、該デジタル情報及び電力の送
信を該複数の第１のレセプタクルから該複数の第２のレセプタクルへ伝送する。
【００２８】
　一の実施の形態において、該複数の第２のレセプタクルは、イーサネット通信、イーサ
ネットディスプレイ用のＤＶＩ、ＵＳＢ、複数のシリアルポート、外部ナースアラート／
外部音響装置／ＩＲ受信機、電力及びＳＤＬＣ（同期データリンク制御）ポートを備える
。
【００２９】
　一の実施の形態において、該ドッキングステーションは、該監視表示装置が該ドッキン
グステーションにドッキングされたとき、該監視表示装置の該複数の第１のレセプタクル
を覆う。
【００３０】
　一の実施の形態において、該監視表示装置はさらに複数の第１の通気口を有し、該ドッ
キングステーションはさらに複数の第２の通気口を有する。該監視表示装置が該ドッキン
グステーションに装着されたとき、該複数の第１の通気口及び該複数の第２の通気口は整
列している。
【００３１】
　一の実施の形態において、該成型された凹部はさらに、該監視表示装置の位置を該ドッ
キングステーション内に案内するために、ドッキング中に該監視表示装置を位置へ案内す
る外向きの斜面と、該監視表示装置の少なくとも１つの対応する開口にぴったり嵌合する
少なくとも１つのピンとを備える。
【００３２】
　一の実施の形態において、該ドッキングステーションは、該監視表示装置の位置を該ド
ッキングステーション内に案内するために、該監視表示装置の少なくとも１つの対応する
開口に嵌合する少なくとも１つのピンをさらに備える。
【００３３】
　一の実施の形態において、該監視表示装置が該ドッキングステーションにドッキングさ
れるときに、該解除ボタンは後方から照らし出される。
【００３４】
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　本明細書は、また、患者監視システムのモニタが取付けられる外部装着ポッドを対象と
する。該ポッドは、該モニタの複数のコネクタに接続するための複数のポゴピンと、該ポ
ッドを該モニタに結合するための少なくとも１つのガイドピンと、該ポッドを該モニタか
ら接続するためおよび取外すためのラッチ機構と、該ラッチ機構を駆動するためのボタン
と、該ポッドの側面に設けられた複数のレセプタクルとを備える。
【００３５】
　一の実施の形態において、該ポッドは、側流カプノグラフィまたはマルチガスのポッド
である。
【００３６】
　一の実施の形態において、該複数のポゴピンは、該モニタからの電力を該ポッドに受取
らせ、該ポッド及び該モニタ間を通信可能にする。
【００３７】
　一の実施の形態において、該複数のレセプタクルは、複数の給気口および複数の排気口
を有する。
【００３８】
　本発明の上述及び他の実施の形態は、図面及び下記の詳細な説明により詳細に記載され
る。
【００３９】
　これらのまたは他の本明細書の目的及び利点は、参照符号付きの複数の図面と合わせて
下記の詳細な説明を読めば、該詳細な説明から十分に明らかになるだろう。該複数の図面
は対応部分を以下の通り示す。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本明細書の患者監視システムの複数の構成要素の構成が一例である一の実施の形
態を示すブロック図であって、複数のデュアルシリアルバス（ＤＳＢ）ケーブルが患者パ
ラメータ計測装置と該モニタとを接続するのに使用される状態を示す図。
【図２Ａ】患者監視システムのモニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の形態を示す
側面斜視図。
【図２Ｂ】モニタ・ディスプレイアセンブリの該モニタ及びディスプレイの一部の一の実
施の形態を示す側面斜視図であって、再充電可能な電池が該モニタから一部取り外されて
いる状態を示す図。
【図２Ｃ】ハンドルが上位置にあるときのモニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の
形態を示す側面図。
【図２Ｄ】モニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の形態を示す背面図であって、複
数のレセプタクルを示す図。
【図３】該患者監視システムの該モニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の形態を示
す正面図であって、該ディスプレイの前部の赤い警報光を示す図。
【図４】取外し可能な内部シャーシに装着される複数の回路基板を有するモニタ・ディス
プレイアセンブリの一の実施の形態を示す内部斜視図。
【図５】迅速なマウント解除の一の実施の形態を示す前方斜視図。
【図６】患者監視システムの例示的なコマンドモジュールの一の実施の形態を示す前方斜
視図。
【図７Ａ】患者監視システムのドッキングステーションの一の実施の形態を示す前方斜視
図。
【図７Ｂ】患者監視システムのドッキングステーションの一の実施の形態を示す側面図。
【図７Ｃ】ドッキングステーションにドッキングされた患者監視システムの　モニタ・デ
ィスプレイアセンブリを示す背面図。
【図８】例示的なドッキングステーションプリント板ユニット（PCBA）を示すブロック図
。
【図９Ａ】患者監視システムの側流カプノグラフィまたはマルチガスポッドの一の実施の
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形態を示す側面斜視図。
【図９Ｂ】側流カプノグラフィまたはマルチガスポッドが取り付けられた状態の、患者監
視システムのモニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の形態を示す後方斜視図。
【図１０】患者監視システムのモニタ・ディスプレイアセンブリの一の実施の形態を示す
背面斜視図であって、ドッキングステーションにドッキングされたモニタ・ディスプレイ
アセンブリと、取付けられた側流カプノグラフィまたはマルチガスポッドを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　一の実施の形態において、本明細書は、ディスプレイ・モニタアセンブリと、複数の任
意の追加独立型ディスプレイと、複数の任意の独立型モニタと、１または複数のモジュー
ルと、少なくとも１つの患者パラメータ計測装置とを含む複数の非統合型構成要素を備え
る設定可能な患者監視システムを対象とする。様々な患者のパラメータは監視可能であっ
て、該複数のパラメータ計測装置は、複数のデュアルシリアルバス（ＤＳＢ）コネクタお
よび複数のＤＳＢケーブルを介して、当該システムに接続されている。
【００４２】
　該ＤＳＢインタフェースは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ　（ＵＳＢ）
、ファイヤワイヤ、またはイーサネットプロトコルである第１シリアルプロトコルと、Ｌ
ｏｗ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｅｒｉａｌ　（ＬＰＳ）プロトコルである第２シリアルプロトコル
とを有する。該ＤＳＢインタフェースは、該ＵＳＢプロトコルを介して５Ｖを、または、
該ＬＰＳプロトコルを介して３.３Ｖを接続された複数の装置に供給し、該システム内の
配電を管理する。該ＤＳＢインタフェース内において、該患者監視システムの各構成要素
は、ＤＳＢホスト、ＤＳＢ装置、または、ＤＳＢホスト及びＤＳＢ装置の両方のいずれか
である。ＤＳＢホストは接続されたＤＳＢ装置と通信し、動作及び電池充電電力を供給で
きる。さらに、ＤＳＢホストは、切替補助電圧供給（ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ａｕｘｉｌｉａ
ｒｙ　Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｓｕｐｐｌｙ、ＡＶＳ）を有する。切替補助電圧供給は、電池充
電または他の高出力が必要な場合のために、取り付けられた複数のＤＳＢ装置に１５Ｗの
電力を与えることができる。該ＤＳＢホストは、該取り付けられた複数の装置の電力要を
認識し、それに従って電源供給を切り替える。ＤＳＢインタフェースは、２０１１年１１
月１８日に出願され、「デュアルシリアルバスインタフェース」と題され、本願の出願人
に譲渡された同時係属米国特許出願番号第１３/３００，４７８に詳細に示されている。
該同時継続出願は、参照して本願に取り込まれている。
【００４３】
　モニタ・ディスプレイアセンブリ
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、統合されたモニタ・ディスプレイア
センブリを備える。該統合されたモニタ・ディスプレイアセンブリにおいて、該モニタは
該ディスプレイの後部に対して移動不能にしっかりと固定され、該ディスプレイは該モニ
タによって駆動される。
【００４４】
　一の実施の形態において、該モニタは、該複数のモジュールとインタフェース接続され
、複数の外部機器との通信を可能にする。該モニタは、ＣＰＵタワーと同様であって、パ
ラメータモジュールと複数の記録装置とのドッキングを行う。一の実施の形態において、
該モニタは、専有スペースラブモジュールのために電力及び通信を提供する１つのベイを
有する。一の実施の形態において、該モニタは、現在のモジュール及び旧式のモジュール
の両方と、複数のフロントエンドデバイス（ＦＥＤ）型患者パラメータケーブルとをサポ
ート可能である。一の実施の形態において、該モニタは、複数の装置とインタフェース通
信するための４つのＵＳＢポートを備える。該複数の装置としては、これに限定されない
が、複数のキーボード、マウス、複数のバーコードスキャナ、複数のサムドライブが含ま
れる。２０１１年１１月１８日に出願され、「自給式患者モニタ」と題され、本発明の出
願人に譲渡され、参照により本願に含まれている同時係属米国特許出願番号１３／３００
，５２６に記載の患者装用式のハブ（ＰＷＨ）や小さな携帯用自給式モニタもまた接続さ
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れることができる。該ＰＷＨは該モニタとの無線通信も可能である。これらの状況では、
該モニタは該ＤＳＢホストとして動作し、該ＰＷＨは該ＤＳＢ装置である。
【００４５】
　さらに、複数のサードパーティの装置は、該サードパーティの装置の出力を該ＤＳＢコ
ネクタ内に組込まれたプロトコルに変換するデバイスインタフェースケーブルを介して、
該モニタに接続可能である。該デバイスインタフェースケーブルは、一端にはＤＳＢコネ
クタを、他端には該ホストと該サードパーティとがインタフェース通信可能とするケーブ
ルコネクタをそれぞれ有する。該デバイスインタフェースケーブルと該ＰＷＨとは、直前
に参照した上述の出願により詳細に記載されている。
【００４６】
　一の実施の形態において、該モニタは、独立した外付けディスプレイと接続するための
ＤＶＩポートを有する。該モニタはさらに、他の複数のモニタ及び病院のインフラ設備と
通信するためのイーサネットポートを有する。
【００４７】
　一の実施の形態において、該モニタは、外部のナースアラート用の警報リレー出力を備
える。このポートは、上述したように外部のディスプレイと通信するために使用される。
一の実施の形態において、１つのポートは、該複数の警報光を作動する信号及び警報音の
両方を伝達するために用いられる。これにより、２つの個別のケーブルと２つの個別のポ
ートが不要となる。一の実施の形態において、該モニタは、独立型（ディスプレイ内にな
い）外部ナースアラートとともに使用されるさらなるナースアラートポートを備える。該
モニタは、複数の拡張モジュールベイと通信するための同期データリンク制御（ＳＤＬＣ
）ポートも備える。該ＳＤＬＣポートは、１つの装置を介して、使用者達に複数のモジュ
ールを使用させることができる。一の実施の形態において、該モニタは、タッチスクリー
ン通信、ソフトウェアアップデート、および、データロギング用のシリアルポートを有す
る。一の実施の形態において、電力は、直流電源入力を介して、モニタ・ディスプレイア
センブリに供給される。一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリは
、該モニタを設置する等電位端子を備える。該モニタ・ディスプレイアセンブリはまた、
停電の際に用いられ、複数の外部ナースアラート及び該赤外線（ＩＲ）受信機に電力供給
する、モジュールデータバックアップ用の再充電可能な電池を備える。
【００４８】
　一の実施の形態において、該モニタは、長い電池寿命及び安全性を提供するために、複
数の「高性能の」リチウムイオン電池を利用する。該設計は、互換性がない複数の電池の
挿入を締め出すカスタム形式を提供する。複数の組込マイクロコントローラは、充電状態
、放電状態、および、超温度状態を監視する。複数の熱電流ヒューズもまた、余剰の安全
機能として設けられている。ある実施の形態では、再充電可能なリチウムイオン電池と電
池管理モジュールとを有するＩｎｓｐｉｒｅｄ　Ｅｎｅｒｇｙ社のＮＩ２０４０ＨＤ２４
スマートバッテリーを用いる。該電池は、１８６５０サイズであって、３シリーズ３パラ
レル（３Ｓ３Ｐ）構造に組まれた９つのリチウムイオン再充電可能セルから成る。各セル
は３．６Ｖの平均電圧と２．４Ａｈの代表的な容量を有し、１０．８Ｖ及び７．２Ａｈの
電池パックとなる。電池は、システム管理バス（ＳＭＢｕｓ）を介して、ホストまたは充
電器と通信可能である。過充電、過放電、及び、短絡回路のため、保護手段が設けられて
いる。冗長性のため、過電流及び過温度から保護する複数のパッシブセーフティ装置は該
箱の中に統合されている。二次的な過電圧は、ロジックヒューズ及びコントローラにより
行われる。
【００４９】
　一の実施の形態において、該モニタは、ＥＣＧ、ＮＩＢＰを１５分おきに監視し１５分
おきに記録をとりながら、バッテリ電源で８時間動作可能である。
【００５０】
　一の実施の形態において、該モニタは、Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｃｃｅｓ
ｓ（ＤＮＡ）を活用し、研究所、薬局、カルテ記入、イントラネット、および、病院情報
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システム（ＨＩＳ）アプリケーションをベッドサイドまで持ち運ぶ。医療従事者は、該モ
ニタ上で実行されるシトリックスシンクライアントアプリケーション（Ｃｉｔｒｉｘ　ｔ
ｈｉｎ　ｃｌｉｅｎｔ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）を用いて、この情報にアクセス可能で
ある。これは、シトリックスサーバに対して、該複数のモニタにとって役立つよう該アプ
リケーションをホストするよう要求する。看護師達及び医師達は、患者治療区域から離れ
ることなく、多数のソースからの情報を確認することができる。簡潔な及び完全な複数の
電気的な患者の記録は、難なく生成される。一の実施の形態において、該モニタは、高速
でエラーのない患者情報の識別及び移動をサポートするデータシャッフル及びバーコード
スキャナを備えている。該ＤＮＡを選択することにより、ネットワークを介してすぐに患
者の情報にアクセスすることができる。これにより、最適な患者の安全性を確保すること
ができると同時に、介護者の効率性を最大化することができる。一の実施の形態において
、特別な特徴であるフルベッドレビュー（Ｆｕｌｌ　Ｂｅｄ　Ｒｅｖｉｅｗ）は、看護師
や医師に、患者のベッドサイドから離れることなく、ネットワーク化された他のまたはテ
レメトリのベッドのための患者のデータを離れた場所で視認し、制御し、確認し、記録す
る能力を与える。一の実施の形態において、特別な特徴であるリモートビュー／アラーム
付時計により、該介護者は、どのベッドサイドからでも、ネットワーク上において監視し
ているどの患者のどのパラメータでも見ることができる。警報状態中、波形または数値デ
ータは後の検討のために保存され記憶されてもよい。一の実施の形態において、特別な特
徴であるアラームリミットのレビュー（Ａｌａｒｍ　Ｌｉｍｉｔ　Ｒｅｖｉｅｗ）は、全
作動パラメータの複数のベッドサイドアラームリミットのスナップ写真の図を、見るため
または印刷するために、該介護者に提供する。一の実施の形態において、特別な特徴であ
るＩＣＳ臨床兆候インタフェース（ＩＣＳ　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ）は、即座に視認し応答時間をより早くするために、複数の警報及び波形を複数
の個人用通信装置へすぐに送信する。一の実施の形態において、フレックスポートインタ
フェースは、複数の独立型装置から患者データにリンクし、複数の波形、データ、および
、複数の警報を該モニタ内に集約する。情報は、その後ＨＩＳアプリケーション及びＣＩ
Ｓアプリケーションの出力の該モニタ傾向に直接統合される。
【００５１】
　一の実施の形態において、モニタ・ディスプレイアセンブリは、下記のようにカプノグ
ラフィまたはマルチガスポッドを追加するためのポッド接続ポートを備える。
【００５２】
　一の実施の形態において、該モニタの複数の回路基板は全て取り外し可能な内部シャー
シ上に装着される。該シャーシは、該モニタが完全に機能を維持した状態のままで、該筐
体から取外すことが可能である。各回路基板は、個別的にアクセス可能である。これによ
り、サービススタッフは、該モニタを完全に分解することなく、容易に全ての回路基板／
構成要素を修理し、基板／構成要素と交換することができる。
【００５３】
　一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリは、該モニタの複数の機
能を拡張するためのプリンタスロットを備える。一の実施の形態において、該プリンタは
５０ｍｍの用紙に対応する。
【００５４】
　一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリは、上位置から下位置に
回転可能なハンドルを備える。ハンドルが解放され、または、手が離されたとき、それは
徐々にデフォルトの下位置に向かって落下する。一の実施の形態において、回転ダンパは
該ハンドルの（その上位置から解放された）下降動作を抑制し、該ハンドルがモニタ・デ
ィスプレイアセンブリに叩きつけられない。これにより、患者達の気を散らせることなく
、ハンドル及びモニタ・ディスプレイアセンブリは静かに使用されることができる。一の
実施の形態によれば、該ハンドルはまた、該ハンドルを用いて該モニタ・ディスプレイア
センブリを運搬する際に床に対して直交する該ディスプレイのバランスをとることのでき
る所定の設定点において、停止する機能性を有する。この機能性によれば、該モニタ・デ
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ィスプレイアセンブリが使用者の脚の邪魔にならず、腕や手に厄介な力がかかったりする
ことがないので、該ハンドルを用いて該モニタ・ディスプレイアセンブリを持ち歩くこと
がとても容易になる。
【００５５】
　一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリが故意でない落下、化学
的な洗浄、および、過度の熱に耐えられるように、モニタ・ディスプレイアセンブリのハ
ウジングにはＳａｂｉｃ　Ｌｅｘａｎ　ＥＸＬ　プラスチックが使用される。一の実施の
形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリは４．０８キログラム（９ポンド）よ
り小さい重量を有する。
【００５６】
　一の実施の形態において、該ディスプレイは、３０．７センチメートル（１２．１イン
チ）のタッチスクリーンを有し、最大８つの波形を描くことができる。一の実施の形態に
おいて、該モニタ・ディスプレイアセンブリは可聴警報のための複数のスピーカを有する
。
【００５７】
　一の実施の形態において、該外付けディスプレイは、モニタ・ディスプレイアセンブリ
の前部及び後部に位置する複数の統合型視覚警報灯を有する。これらの警報灯は、現在の
複数の視覚的警報よりも大きく、警報状況中に医療従事者によりよい可視指標を提供する
ことができる。一の実施の形態において、該警報灯は、それぞれ優先度が高、中、低の警
報であることを示す赤、黄色、シアンに点滅する。該警報灯は、使用者によって設定可能
であって、スクリーン上の警報表示および／または警報音から独立して起動することがで
きる複数の警報光の最小レベルを定義する。連続的で平坦なガラスは、該ディスプレイの
前全体を占めており、構造的安定性の観点から、該ディスプレイの複数の外側面に巻かれ
た金属帯を枠として設定している。該ガラスは、ベゼルを有しておらず、タッチスクリー
ン及びレンズ、及び、視覚的警報のたえの光分散手段として兼用されている。これにより
、部品点数を少なくすることができる。該平坦なタッチスクリーンガラスは前面に連続的
な面を有している。これにより、一般的なベゼル実装にあるような複数の縁がないので、
容易に清掃ができる。一般的なベゼル実装では、汚染物質が堆積するような隙間を有する
。一の実施の形態において、該金属帯はわずかに該タッチスクリーンから飛び出すように
延びているので、その前面に落下した場合であっても、該ガラスを保護することができる
。それは、平坦な複数のベゼルタッチスクリーンを有する該金属帯／枠により該モニタ・
ディスプレイアセンブリに同時期の関心を寄せることは、通常の知識を有する当業者から
高い評価を得るに違いない。換言すれば、該モニタ・ディスプレイアセンブリは、フラッ
トスクリーンテレビや携帯電話等の家庭用電化製品と同種の傾向がある。これは、該ディ
スプレイは家電製品にとても似ており使いやすく見えるので、患者や患者の家族が楽に環
境に慣れることに役立つ。該モニタ・ディスプレイアセンブリを工業用に見えにくくより
使いやすく親しみやすくするための該設計の一部として、該モニタ・ディスプレイアセン
ブリはソフトの複数の縁を有する。
【００５８】
　該ガラスの後ろにある光源は、警報を示すために、適切な複数の波長の光を送信する。
一の実施の形態において、黒縁は、該ガラスの背面であって外周付近をシルクスクリーン
されている。一の実施の形態において、該黒縁はインクを備え、インクは、シルクスクリ
ーンされる、または、該ガラスの背面上のマスクされた外縁領域上に散布される。該外縁
領域は、連続的及び均一な該黒縁の外観をもたらすが、該警報が作動するときには光を通
過させるので、視覚的な警報が生じる。
【００５９】
　他の実施の形態において、該視覚的警報のために用いられる該縁領域は、該縁が連続的
及び均一に見えるが光を通過させる小さな開口部を有する。これにより、実際に警報が起
こるまでは、警報の指示が表示されず、きれいで、平坦で、モダンな外観を得る。
【００６０】
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　一の実施の形態において、該ディスプレイの点滅率や警報音の音を含む該複数のナース
アラーム信号は、該モニタにより駆動され制御される。
【００６１】
　一の実施の形態において、該外付けディスプレイは、周囲の明るさレベルを検知し、そ
れにより該ディスプレイの明るさを調整する周辺光センサを有する。暗いまたは薄暗い環
境において、該周辺光センサは自動的に該ディスプレイ及び複数の警報光の光量を落とす
であろう。これは、患者が眠っている場合に特に有益である。光量を落とした複数の光は
、該患者の邪魔になる可能性を低くすることができるであろう。比較的明るいまたは明る
い環境において、該周辺光センサは自動的に該ディスプレイの光量を上げるであろう。こ
の特徴は、該ディスプレイのボタンによって、停止することができる。
【００６２】
　一の実施の形態において、該外付けディスプレイは、該タッチスクリーンの該前部に容
量性のボタンを備える。該タッチスクリーンは、様々な機能を実行するために該使用者に
よってプログラムすることができる。様々な実施の形態において、該ボタンは、金属板ま
たは他の導電材料でって、　通常使用される接触及び／又は押圧感知技術を使用する。該
ボタンは、簡単にアクセス可能となるように、小さいタッチスクリーンのボタンと比較し
て大きく目立つように配置される。一の実施の形態において、該ボタンは該ディスプレイ
の前部の上端に位置している。他の実施の形態において、該ボタンは該ディスプレイの下
端に位置している。別の実施の形態において、該ボタンは、該ディスプレイの左端に配置
される。別の実施の形態において、該ボタンは、該ディスプレイの右端に配置される。さ
らに、該ボタンは他の複数のボタンやユーザインタフェースの複数の項目の擾乱によって
曖昧にならないので、該ボタンを見つけることが容易である。操作者が該ボタンに触れた
ときに該モニタの回路は感知し、該モニタはプログラムされた機能を実行する。
【００６３】
　一の実施の形態において、該ボタンは、接触されたときに警報を止めるようにプログラ
ムされている。これにより、医療従事者は素早く警報を停止し、複数の警報表示を再設定
することができる。よって、医療従事者達は患者の要求に気を配ることができ、かつ、該
領域において他の患者達にとっての騒乱を防止することができる。複数の警報は危機的状
況に応じて生成されるので、該複数の警報を停止する及び／または再設定する手段を見つ
けて素早く起動することが容易であることは重要である。他の実施の形態において、該ボ
タンは、接触されたときに患者を認めるようプログラムされている。他の実施の形態にお
いて、該ボタンは、接触されたときにＮＩＢＰ計測を開始するようプログラムされている
。他の実施の形態によれば、該ボタンは、接触されたときに該ディスプレイをそのホーム
画面に戻すようプログラムされている。さらに別の実施の形態によれば、該ボタンは、接
触されたときに、該ディスプレイを印刷するようプログラムされている。警報を停止する
ために看護師に求められる動作を単純化するため、該ボタンは、主として、警報を一時停
止するためにプログラムされるであろう。しかしながら、当業者は、上述に限らず様々な
機能を実行するように該ボタンがプログラムされることを理解するであろう。
【００６４】
　他の実施尾の形態において、該ディスプレイは、該警報光を制御するためにプログラム
されたタッチスクリーンの部分を有する。
【００６５】
　一の実施の形態において、該外付けディスプレイは、中心から離れた位置に、電源記号
と共に後ろから照らされる電源ボタンを備える。該電源記号は、該モニタ・ディスプレイ
アセンブリがオンに切換えられたときに緑となる。
【００６６】
　該ディスプレイは、金属帯内に収容され、粉体塗装仕上げされている。該モニタ・ディ
スプレイアセンブリの後部は、標準７５ｍｍのＶｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＶＥＳＡ）の複数のマウント用の、マウン
トパターンを有する。
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【００６７】
　外付けディスプレイ及び複数の警報指示
　一の実施の形態において、２０１０年１１月１９日に出願され、「デュアルシリアルバ
ス（ＤＳＢ）インタフェースを有する患者監視システム」と題された米国仮特許出願番号
６１／４１５，７９９を優先権主張の基礎とし、２０１１年１１月１８日に出願され、「
設定可能な患者監視システム」と題され、本発明の出願人に譲渡された米国特許出願番号
第１３／３００，４６２号に記載されるように、該患者監視システムは１または複数の任
意の独立型ディスプレイを備える。なお、両出願の全ては参照により本願に組込まれてい
る。
【００６８】
　モニタ
　一の実施の形態において、２０１０年１１月１９日に出願され、「デュアルシリアルバ
ス（ＤＳＢ）インタフェースを有する患者監視システム」と題された米国仮特許出願番号
６１／４１５，７９９を優先権主張の基礎とし、２０１１年１１月１８日に出願され、「
設定可能な患者監視システム」と題され、本発明の出願人に譲渡された米国特許出願番号
第１３／３００，４６２号に記載されるように、該患者監視システムは１または複数の任
意の独立型モニタを備える。なお、両出願の全ては参照により本願に組込まれている。
【００６９】
　ドッキングステーション
　一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリは、ドッキングステーシ
ョンを用いた携帯性において効果がある。ドッキングステーションは、搬送／緊急状態用
の患者の監視を維持したまま、迅速な１つのボタンを押下による該モニタ・ディスプレイ
アセンブリからのドッキング解除を行う。該ドッキングステーションは、電源、イーサネ
ット、外付けディスプレイ、および、他の複数の外部患者パラメータ計測装置からの接続
および切断に関し、該モニタ・ディスプレイアセンブリの使用の柔軟性及び容易さを有す
る。一の実施の形態において、イーサネット接続、外付けディスプレイのためのＤＶＩ、
ＵＳＢ、複数のシリアルポート、外部ナースアラート、外部音響装置、ＩＲ受信機、電源
及びＳＤＬＣ（同期データリンク制御）ポート等の複数のレセプタクルは、該ドッキング
ステーションに複製されている。また、該ドッキングステーションは、しばしば制限され
他の医療機器が散らかった空間となる病院環境において、該患者監視システムの大きな携
帯性を得るという効果がある。本発明の一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレ
イアセンブリがドッキングしたときもしないときも、複数の患者用ケーブルは常に該患者
に取りつけられている。つまり、該複数のケーブルは、該患者または該モニタ・ディスプ
レイアセンブリから取り外す必要がなく、該患者に接続されたままである。そのため、該
患者は連続的にモニタされることができる。
【００７０】
　一の実施の形態において、全ての外部信号は、該モニタ・ディスプレイアセンブリの下
部にも位置し、該ドッキングステーションの上部のコネクタと接続する１つのドッキング
コネクタに送られる。これらの信号は、該モニタ・ディスプレイアセンブリがドッキング
されたときにはアクティブに切換え、ドッキングされなかったときには非アクティブのま
まにし、該モニタ・ディスプレイアセンブリがドッキングされていないときには、接続さ
れた複数のコネクタピンに電圧をかけない（ドッキングされていない状態において該複数
のコネクタピンが露出していたときに、使用者達が偶然の電気ショックを受けることを防
止するため）。
【００７１】
　一の実施の形態において、該モニタ・ディスプレイアセンブリと共に使用される同一の
外壁、ロールスタンド、及び、固定された複数のマウントが該ドッキングステーションと
連携するように、該ドッキングステーションは、構造的に、標準４ホールＶＥＳＡ重複マ
ウントパターンで成形されている。一の実施の形態において、該ドッキングステーション
の後部における成形された特徴は、ドッキングする際に、該モニタ・ディスプレイアセン
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ブリの後部の複数のレセプタクル／ポートを覆うように設計されている。これにより、該
複数のレセプタクルは、２度以上接続されることを抑制されている。該成形された特徴は
、また、下部に設けられた該複数のモニタ・ディスプレイアセンブリ給気口を下部に設け
られ、ドッキング時に遮られないままにする通気を有する。
【００７２】
　一の実施の形態において、該ドッキングステーションは、該モニタ・ディスプレイアセ
ンブリの下部周辺の外形に合う外周縁の周辺に位置する成型凹部を有する。この該ドック
における成型凹部は、外方向に僅かな傾斜を有する。該傾斜は、該モニタ・ディスプレイ
アセンブリを第１粗調整としての位置に案内するのに役立つ。一の実施の形態において、
該モニタ・ディスプレイアセンブリをさらに配置すると、２つの大きなドーム型のガイド
ピンが該ドック内に嵌合し、該モニタ・ディスプレイアセンブリを正確に配置する。これ
により、該モニタ・ディスプレイアセンブリ及びドッキングステーションの複数のコネク
タは円滑に接続される。
【００７３】
　一の実施の形態において、該ドッキングステーションは、前部に突出したボタンを有す
る。該突出したボタンは、ラッチを解除し、該モニタ・ディスプレイアセンブリのドッキ
ング解除に使用される。一の実施の形態において、該ドッキングステーションボタンは、
該モニタ・ディスプレイアセンブリがドッキングしたときにバックライトがつくので、暗
い部屋の中でもその位置が容易に認識できる。
【００７４】
　モジュール
　本発明の患者監視システムは、また、複数の患者パラメータの測定を行うモジュールを
有する。多くのモジュールのタイプが存在し、これらは複数の患者パラメータの要求に応
じて使用可能である。
【００７５】
　一の実施の形態において、該患者監視システムはコマンドモジュールを備える。該コマ
ンドモジュールは、成人及び新生児両方のＮＩＢＰ、ＩＢＰ、ＥＣＧ、ＳｐＯ２、心拍量
、及び温度を計測可能であって、手動でＮＩＢＰ計測を無効にするための停止ボタンを備
える。該コマンドモジュールは、同期データリンク制御（SDLC）バスを介して、該患者モ
ニタと通信し電力を得る。さらに、該コマンドモジュールは内部メモリを有する。該内部
メモリによって、該モジュールを、搬送中に患者に装着され、データロスなく別体のモニ
タ・ディスプレイアセンブリまたは独立型モニタに接続される。一の実施の形態において
、該コマンドモジュールは、該患者監視システムのコアであって、基本的な生理学的パラ
メータの全てを処理する能力を提供する。介護者達は、病院内における特定の患者達や治
療室の要求のモニタリングに適するように、様々な構成から選択できる。他の実施の形態
において、該コマンドモジュールは、計測及び解釈付きのまたは無しの１２誘導ＥＣＧ診
断解析・報告と同様に、３レベルの不整脈モニタリング（基本、標準多視点、詳細多視点
）を有する。さらに、該コマンドモジュールは、また、ＳＴセグメント解析及び事象の確
認、または、新生児の呼吸、心拍数、ＳｐＯ２の事象確認のためのＶａｒｉｔｒｅｎｄ　
４を有する。
【００７６】
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、大人、子供、もしくは幼児の患者の
呼吸状態の評価を補助するために、呼気終末の二酸化炭素、最小吸気二酸化炭素、及び呼
吸速度を計測するカプノグラフィモジュールを備える。該モジュールは、自動的に周囲気
圧を相殺するので、定期キャリブレーションは要求されない。一の実施の形態において、
該カプノグラフィモジュールは、主流モニタリングモード及び側流モニタリングモードを
単一のユニットに組合わせるという点において、柔軟である。側流モニタリングは、比較
的小さな患者の理想値である５０ｍｌ/ｍｉｎという低サンプリングレートを有する。さ
らに、該カプノグラフィモジュールは、波形データ、複数の数値（ｋＰａ、ｍｍ、Ｈｇ、
または、％）、複数の最小吸気二酸化炭素値、および、複数の気道の呼吸率を該使用者に
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与えることができる。このデータは、さらに、表示され、複数の傾向に組込まれる、およ
び／または、複数のカルテ記入アプリケーションに出力されることが可能である。
【００７７】
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、手術室及び集中治療環境において患
者達の意識の深さ及び沈静レベルを計測するバイスペクトラルインデックス（ＢＩＳｘ）
モジュールを有する。これにより、大きな独立型システムが不要になる。このタイプのモ
ジュールは、臨床医達に追加の投薬が必要な時間を報知することによって、手術中の患者
の覚醒を抑制するために用いられる。ＢＩＳｘ解析は、該ＥＥＧの全周波数レンジを通し
た周波数、力、及び、段階から計算され、１から１００までの指標として表現される。大
人および小児科用センサは、該同一のモジュールと連携する。該モジュールは、１のモニ
タから別のモニタへ容易に移動される。
【００７８】
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、酸素の供給及び消費のバランスを評
価するために、混合静脈血酸素飽和度（ＳｖＯ２）及び中心静脈血酸素飽和度（ＳｃｖＯ

２）を計測する混合静脈血酸素飽和度（ＳｖＯ２）モジュールを備える。静脈血酸素飽和
度は、重病の患者達においてますます用いられるようになっている。早期目標指向型治療
の一部として、また、敗血症のスクリーニングにおいて、心臓血管及び呼吸機能の障害の
評価に役立つよう用いられることがある。静脈モニタリングにおけるカテーテル配置は、
動脈モニタリングよりも侵襲性が小さいので、より多くの患者達に利用可能である。中心
静脈血酸素飽和度（Ｓｃｖ０２）のプローブは、現行の１６ｃｍまたは２０ｃｍの中心線
内に配置されてもよい。これにより、連続的な中心静脈血酸素飽和度（Ｓｃｖ０２）のモ
ニタリングを行うために、複数の中心静脈カテーテルを交換する必要が低減する、または
、必要がなくなる。
【００７９】
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、脳波活動を測定及び表示するＥＥＧ
モジュールを有する。一の実施の形態において、このモジュールは、また、電気による筋
肉の活動を監視し、測定し、表示する筋電図（ＥＭＧ）の１つのチャンネルを有する。複
数のデータ格納としては、２、８、または２４の時間またはスナップ写真が選択可能であ
る。該データは、アナログ動波形として、または、濃度スペクトル配列（ＤＳＡ）として
、表示可能である。複数のマグニチュード傾向、複数の出力比傾向、および、複数の周波
数傾向の選択、を含む多くの傾向は、利用可能である。統合型電気外科的保護は、患者の
安全を確保する。一の実施の形態において、該モジュールは２つの金属板によって囲まれ
ている。
【００８０】
　カプノグラフィ／マルチガスポッド
　一の実施の形態において、該患者監視システムは、該モニタ・ディスプレイアセンブリ
の後部に着脱可能な、外付けの側流カプノグラフィまたはマルチガスポッドを有する。こ
れにより、複数のカプノグラフィまたはマルチガス機能は、外付けのポッドを受入れ可能
に構成されたモニタディスプレイアセンブリに付加することができる。一の実施の形態に
おいて、該ポッドは、該モニタ・ディスプレイアセンブリから電力を受け、複数のポゴピ
ンを介して通信を行う。該ポッドの下部に設けられた複数の大きなガイドピンは、見えな
い状態で、該モニタ・ディスプレイアセンブリの後部に該ポッドを接続させる。一の実施
の形態によれば、該複数のガイドピンは、完全に嵌合したときに能動的なロック及び保持
力を該モニタ・ディスプレイアセンブリに提供する複数のボールスタッドエンドを有する
。該モニタは、複数の無電解金導体パッドを有し、複数の接触ピンにかかる電圧に該使用
者が触れることができないように、小径の電源接点、接地接点、及び、信号接点が埋め込
まれている。一の実施の形態において、該ポッド上の押ボタンは、該ポッドを該モニタ・
ディスプレイアセンブリに接続・解除するためのラッチ機構を、機械的に作動させる。当
業者であれば、該ポッドのモジュール構成が使用者達に、要求に基づいてカプノグラフィ
またはマルチガスのうちどちらかと共に、選択的に複数のモニタ・ディスプレイアセンブ
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リを与えることを高く評価するであろう。
【００８１】
　本発明は、複数の実施の形態を対象とする。下記の開示は、当業者が発明を実施するた
めに行われる。本明細書に使用される言葉は、特定の実施の形態の全体の否定と解釈され
たり、開示において使用される文言の意味を越えてクレームを限定すべきでない。ここに
定義された原則は、発明の精神と範囲から離れない限り、他の複数の実施の形態や出願に
適用されてもよい。また、使用される専門用語や表現は、例示する複数の実施の形態を説
明するためのものであるので、限定とみなされるべきでない。つまり、本発明は、開示さ
れた原則及び特徴に整合する多数の代替手段、変更例、および、等価物を含んだ最も広い
範囲として、扱われるべきである。明確化の観点から、本発明が不必要にわかりにくくな
らないよう、本発明に関連する複数の技術分野において知られる技工物については、詳細
に記載されていない。
【００８２】
　当然のことながら、複数の装置間の電気的な通信は、該複数の装置または複数のコンピ
ューティングシステムのうちいずれかにおいて実行される複数のアプリケーション間のデ
ータの送受信によって達成されてもよい。各アプリケーションは、そのような要求データ
及び情報を受信し、送信し、認識し、中断し、処理するように構成されている。また、当
然のことながら、本明細書に記載のシステムは、複数の受信機と、データを送信及び伝送
可能な複数の送信機と、プログラムの複数の指示を処理可能な少なくとも１つの処理装置
と、プログラムの複数の指示を記憶するメモリと、本明細書に記載の処理を実行するため
の複数のプログラムの指示を有するソフトウェアと、を備える。
【００８３】
　図１は、患者監視システム１００の複数の要素の例示的な構成を示す一の実施の形態を
示すブロック図であって、複数のＤＳＢケーブル１２０が患者パラメータ計測装置１１５
及び該モニタ・ディスプレイアセンブリ１０２への接続に使用される状態を示す図。本実
施の形態において、１つのモジュール１０６は、ＤＳＢケーブル１１６を介して、該モニ
タ１０２に接続されている。該ＤＳＢケーブル１１６は、図示せぬモジュールベイのＤＳ
Ｂコネクタに直接接続されている。
【００８４】
　患者達が病院内の複数の治療区域間を搬送されることがよくある。移送中であってもＥ
ＣＧ、ＳｐＯ２、ＮＩＢＰ、カプノグラフィ、および、その他のパラメータを監視するこ
とは、特に重症患者達にとって、一般的なことである。そのため、本明細書の一面に従っ
て、該患者監視システムは、携帯性及び全体的に小型化に効果がある、組合わされたモニ
タ・ディスプレイアセンブリを備える。該モニタ・ディスプレイアセンブリはドッキング
ステーションを使用する。ドッキングステーションは、該モニタ・ディスプレイアセンブ
リとのドッキング及びドッキング解除を行う単一の押しボタンを備えている。また、一の
実施の形態において、外付けのカプノグラフィまたはマルチガスポッドは、ドッキングさ
れたまたはドッキングされていないモニタの後部に取り付け可能である。これにより、携
帯性の設計の全体的なモジュール性を提供する。
【００８５】
　図２Ａは、患者監視システムのモニタ・ディスプレイアセンブリ200の一の実施の形態
を示す側面斜視図である。アセンブリ２００は、ディスプレイ２１０の後部に操作可能で
あって移動不能に固定されたモニタ２０５と、を備える。一の実施の形態において、ディ
スプレイ２１０は、ディスプレイ２１０の前部の上端近傍に前警報領域２２０を備える。
一の実施の形態において、図３を参照しながら説明されるように、前警報領域２２０は、
使用者に警報の音量制御を行わせるタッチスクリーンとしても機能する。モニタ・ディス
プレイアセンブリ２００は、また、電源ボタン２５０を備える。図示された実施の形態に
おいて、電源ボタン２５０はディスプレイ２１０の下右側部上に配置されている。一の実
施の形態において、使用者は、３秒間電源ボタン２５０を押下することによって、アセン
ブリ２００の電源をオンまたはオフすることができる。一の実施の形態において、電源ボ
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タン２５０は、緑のバックライトにより点灯され、オン状態であることを示す。一の実施
の形態において、アセンブリ200は、電源ボタン２５０の直下にプログレスバー（図示せ
ず）を有する。プログレスバーが満ちることで、使用者に処理の開始を示すことができる
。
【００８６】
　一の実施の形態において、モニタ・ディスプレイアセンブリ２００のモニタ２０５は、
モニタ・ディスプレイアセンブリ２００の複数の機能を拡張するためのプリンタスロット
２３０を備える。一の実施の形態において、該プリンタは５０ｍｍの用紙に対応する。一
の実施の形態において、モニタ・ディスプレイアセンブリ200のモニタ２０５は、再充電
可能電池の区画を覆う電池区画カバー２４０を備える。
【００８７】
　図２Ｂは、モニタ・ディスプレイアセンブリ２００のモニタ２０５及びディスプレイ２
１０の一部の一の実施の形態を示す側面斜視図であって、再充電可能な電池２４５がモニ
タ２０５から一部取り外されている状態を示す図である。電源ボタン２５０は、ディスプ
レイ２１０の右下側部上に配置されている。図示された実施の形態において、電池区画カ
バー２４０は開放されており、電池２４５は部分的にモニタ２０５から滑り出ている。一
の実施の形態において、上述したように、電池２４５は複数の「高性能の」リチウムイオ
ン電池を備える。
【００８８】
　図２Ｃは、ハンドル２６０が上位置にあるときのモニタ・ディスプレイアセンブリ２０
０の一の実施の形態を示す側面図である。一の実施の形態において、モニタ・ディスプレ
イアセンブリ２００は、ディスプレイ２１０に固定的に装着されディスプレイ２１０と通
信可能なモニタ２０５を備える。一の実施の形態において、モニタ２０５は、一組のねじ
によって、ディスプレイ２１０の後部に固定的に取付けられている。ハンドル２６０は、
一の実施の形態において、上位置及び下位置に向けて回転可能である。ハンドル２６０が
解放され、または、手が離されたとき、それは徐々にデフォルトの下位置（図示せず）に
向かって落下する。一の実施の形態において、回転ダンパはハンドル２６０の（その上位
置から解放された）下降動作を抑制し、ハンドル２６０がモニタ２０５に叩きつけられな
い。これにより、患者達の気を散らせることなく、ハンドル２６０及びモニタ・ディスプ
レイアセンブリ２００は静かに使用されることができる。一の実施の形態によれば、ハン
ドル２６０は、ハンドル２６０を用いてモニタ・ディスプレイアセンブリ２００を運搬す
る際に、ディスプレイ２１０が床に対して直交するようにバランスをとることのできる所
定の設定点を有する。これにより、モニタ・ディスプレイアセンブリ２００が使用者の脚
の邪魔にならず、腕や手に厄介な力がかかったりすることがないので、ハンドル２６０を
用いてモニタ・ディスプレイアセンブリ２００を持ち歩くことがとても容易になる。
【００８９】
　図示された実施の形態において、図２Ｃは、モニタ・ディスプレイアセンブリ２００の
右側を示しており、また、電源ボタン２５０、プリンタスロット230、および、電池区画
カバー２４０を図示している。モニタ・ディスプレイアセンブリ２００の左側には、モジ
ュール挿入するためのスロットが設けられている（図９Ｂ及び図１０に示されるように）
。
【００９０】
　図２Ｄは、モニタ・ディスプレイアセンブリ２００の一の実施の形態を示す背面図であ
って、複数のレセプタクルを示す。ディスプレイ２１０部は、アセンブリ２００の後部か
らの複数の視覚的な警報の視認性を得るための後警報灯２２５を備える。アセンブリは、
それぞれモニタ２０５の上部と下部に位置する一組の吸気口２２６、２２９を備える。モ
ニタ２０５の後部は、アセンブリ２００を装着するための、複数の標準７５ｍｍのＶＥＳ
Ａマウンティング穴２９０を有する。一の実施の形態において、モニタ２０５は、図９Ａ
、図９Ｂ、図１０を参照して説明されるように、カプノグラフィまたはマルチガスポッド
用の接続ポート２８０をさらに有する。一の実施の形態において、アセンブリ２００は、
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モニタ２０５を接地するための等電位端子２７９を有する。
【００９１】
　一の実施の形態において、アセンブリ２００は、モニタ２０５の下後面を横切る複数の
レセプタクルを備える。様々な実施の形態において、これらの複数のレセプタクルは、外
部のナースアラート２７１用の警報リレー出力と、ＳＤＬＣポート２７２と、映像出力用
ＤＶＩポート２７３と、４つのＵＳＢポート２７４と、シリアルポート２７５と、イーサ
ネットポート２７６と、直流電源用の入力ポート２７７とを備える。
【００９２】
　一の実施の形態において、ディスプレイは、警報音量用のタッチスクリーンの領域を有
する。図３は、患者監視システムの他の実施の形態の正面図であって、外付けディスプレ
イ３０４とディスプレイ３０４の前部の赤い警報光３１０とを示す。図示された実施の形
態において、ガラスは、透過光が通過するように扱われる。黒縁は、ガラスの背部上であ
って外周にシルクスクリーンされている。該黒縁はインクを備え、インクは、シルクスク
リーンされる、または、マスクされた外縁領域上に散布される。該黒縁は、連続的及び均
一な外観を得るが、警報が鳴ったときには視覚的な警報を生成するために光を通過させる
。つまり、ディスプレイ３０４の該黒縁は、警報が発生するまでは均一及び連続的に見え
る。警報が起動すると、警報を示すため、ディスプレイ３０４の本体に組込まれた光源は
、ディスプレイ３０４の前部を覆うガラスに向けて適切な波長の光を送信する。他の実施
例において、ガラスは、送信された光が通過可能な複数の小さな開口部を有する。ディス
プレイ３０４は、上部近傍に警報音量制御のためのアクティブタッチスクリーン領域３０
９を有する。一の実施の形態において、アクティブな警報状態の間、視覚的警報バー３１
０はディスプレイの上部近傍において点灯する。一の実施の形態において、アクティブな
警報状態の間、視覚的警報バー３１０は点滅する。他の実施の形態において、アクティブ
な警報状態の間、視覚的警報バー３１０は連続的に点灯する。一の実施の形態において、
照明は、ガラスの背後の複数のＬＥＤにより供給される。一の実施の形態において、赤い
光は高優先度の警報を示す。ディスプレイは、中優先度の警報を示す黄色の光と、低優先
度の警報を示すシアンの光も出射可能である。複数の警報光は、使用者によって設定可能
であって、スクリーン上の警報表示および／または警報音から独立して起動することがで
きる複数の警報光の最小レベルを定義する。
【００９３】
　一の実施の形態において、視覚的警報バー３１０は、音波を放出する鈴の形のアイコン
３１１（図のように）、または、医療従事者に警報状態であることを報知するための他の
同様のアイコンを有する。鈴アイコン３１１は、視覚的警報バー３１０の中央に配置され
ている。視覚的警報バー３１０は、さらに、鈴アイコン３１１の一方側に設けられたマイ
ナスアイコン３１２と、マイナスアイコン３１２と鈴アイコン３１１の間に位置する減少
バー３１４と、を有する。視覚的警報バー３１０は、さらに、鈴アイコン３１１の反対側
に設けられたプラスアイコン３１３と、プラスアイコン３１３と鈴アイコン３１１の間に
位置する増加バー３１５と、を有する。様々な他の実施の形態において、マイナスアイコ
ンは、下向き矢印等の減少を示す他のアイコンであってもよいし、プラスアイコンは、上
向き矢印等の増加を意味する他のアイコンでもよい。図示した実施の形態において、マイ
ナスアイコン３１２は鈴アイコン３１１の左側に配置され、プラスアイコン３１３３は鈴
アイコン３１１の右側に配置されている。他の実施の形態において、アイコンの位置は反
転している。一の実施の形態において、マイナスアイコン３１２及びプラスアイコン３１
３は緑に点灯する。一の実施の形態において、鈴アイコン３１１、減少バー３１４、増加
バー３１５を含む視覚的警報バー３１０が点灯したとき（換言すれば、アクティブな警報
状態が開始したとき）、マイナスアイコン３１２及びプラスアイコン３１３は点灯する。
他の実施の形態において、アクティブな警報状態が開始したとき、視覚的警報バー３１０
の構成要素である鈴アイコン３１１、減少バー３１４、及び、増加バー３１５のみが点灯
する。音量制御をするには、使用者は、マイナスアイコン３１２及びプラスアイコン３１
３が視認されるように視覚的警報タッチスクリーン領域３０９上のどこかを押さなければ
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ならない。
【００９４】
　警報状態でないとき、視覚的警報バー３１０は消灯しているように見える。警報状態に
おいて、視覚的警報バー３１０は、現在の警報レベルに対応する所定の色を点灯する。使
用者は、マイナスアイコン３１２上、減少バー３１４上、または、鈴アイコン３１１のう
ちマイナスアイコン３１２と同じ側にある部分上のタッチスクリーン領域３０９のどこか
を押すことによって、警報音量を下げることができる。使用者は、繰返し当該領域を押す
ことによって、警報音量を下げ続けることができる。使用者は、プラスアイコン３１３上
、増加バー３１５上、または、鈴アイコン３１１のうちプラスアイコン３１３と同じ側に
ある部分上のタッチスクリーン領域３０９のどこかを押すことによって、警報音量を上げ
ることができる。使用者は、繰返し当該領域を押すことによって、警報音量を上げ続ける
ことができる。
【００９５】
　図４は、モニタ・ディスプレイアセンブリのモニタ４４０の内部構成要素のの一の実施
の形態を示す内部斜視図である。モニタ・ディスプレイアセンブリにおいて、モニタ４４
０の複数の回路基板４４５は全て取り外し可能な内部シャーシ４５０に装着されている。
シャーシ４３０は、モニタ４４０の機能を全て維持した状態のままで、モニタ・ディスプ
レイアセンブリの筐体から取り外し可能である。各回路基板４４５は、個別的にアクセス
可能である。これにより、サービススタッフは、モニタ４４０を完全に分解することなく
、容易に全ての回路基板／構成要素を修理し、基板／構成要素と交換することができる。
【００９６】
　図５は、迅速なマウント解除５０１の一の実施の形態を示す前方斜視図である。迅速な
マウント解除５０１は、上の壁、麻酔装置、テーブルトップ等から嵌合解除するときのよ
うに、固定されたマウントからのモニタ・ディスプレイアセンブリの迅速な嵌合解除を可
能にする。レバー５０５は、ピン５１０上を摺動し、指の押圧によりピンを解除すること
ができる。これにより、モニタ・ディスプレイアセンブリの前部から複数のマウントの嵌
合・解除を行うことが容易になる。
【００９７】
　図６は、患者監視システムのコマンドモジュール６６０の一の実施の形態を示す前方斜
視図である。一の実施の形態において、コマンドモジュールは、成人及び新生児両方のＮ
ＩＢＰ、ＩＢＰ、ＥＣＧ、ＳｐＯ２、心拍量、及び温度を計測可能であって、手動でＮＩ
ＢＰ計測を無効にするための停止ボタンを備える。一の実施の形態において、該コマンド
モジュールは、ＳＤＬＣバスを介して、複数のスペースラブ健康管理モニタと通信し電力
を得る。一の実施の形態において、該コマンドモジュールは、内部メモリを有する。該内
部メモリによって、該モジュールは、搬送中に患者に装着され、データロスなく別体のモ
ニタに接続される。一の実施の形態において、該モジュールは、二枚の金属板に囲まれて
いる。一の実施の形態において、該モジュールは、幅５．５９センチメートル（２．２イ
ンチ）×高さ１１．４センチメートル（４．５インチ）×厚さ１７．８センチメートル（
７．０インチ）を計測する。他の複数の実施の形態において、該モジュールは、幅４．８
３～６．３５センチメートル（１．９～２．５インチ）×高さ８．８９～１４．０センチ
メートル（３．５～５．５インチ）×幅１２．７～２２．９センチメートル（５．０～９
．０インチ）を計測する。
【００９８】
　図７Ａ及び図７Ｂは、ドッキングステーション700の一の実施の形態の異なる正面図で
ある。ドッキングステーション７００は、１のボタンを押すことによりディスプレイアセ
ンブリのドッキングを解除する。図７Ｃは、ステーション７００にドッキングしたモニタ
・ディスプレイアセンブリ７１５の背面図である。図７Ａ～７Ｃを同時に参照して、イー
サネット接続、外付けディスプレイ用のＤＶＩ、ＵＳＢ、複数のシリアルポート、外部ナ
ースアラート／外部音響装置／赤外線受信機、電力及びＳＤＬＣ（同期データリンク制御
）ポート等の複数のレセプタクル７０５は、ドッキングステーション７００上に複製され
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ている。成形された特徴７１０は、ドッキングする際に、モニタ・ディスプレイアセンブ
リ７１５の後部の複数のレセプタクルを覆う。これにより、複数のレセプタクルは、２度
以上接続されることを抑制されている。全ての外部信号は、モニタ・ディスプレイアセン
ブリ７１５の下部に位置し、ドッキングステーション７００の受け面のコネクタ７２５と
接続する１つのドッキングコネクタに送られる。これらの信号は、モニタがドッキングさ
れたときにはアクティブに切換え、ドッキングされなかったときには非アクティブのまま
にし、該モニタ・ディスプレイアセンブリ７１５がドッキングされていないときには、接
続された複数のコネクタピン７２５に電圧をかけない。
【００９９】
　一の実施の形態に従い、複数の開口部７３０によって、ドッキングされたときにも、成
形された特徴７１０において下部に設けられたモニタ・ディスプレイアセンブリ７１５の
複数の吸気口は遮られないままである。一の実施の形態において、モニタ・ディスプレイ
アセンブリ７１５と共に使用される同一の外壁、ロールスタンド、及び、固定された複数
のマウントがドッキングステーション７００と連携するように、ドッキングステーション
７００は構造的に標準４ホールＶＥＳＡ重複マウントパターン７３５で成形されている。
一の実施の形態において、ドッキングステーション７００は、モニタ・ディスプレイアセ
ンブリ７１５の下部周辺の外形に合う外周縁の周辺に位置する成型凹部を有する。ドッキ
ングステーション７００における成型凹部７４０は、外方向に僅かな傾斜を有する。該傾
斜は、モニタ・ディスプレイアセンブリ７１５を第１粗調整としての位置に案内するのに
役立つ。一の実施の形態において、モニタ・ディスプレイアセンブリ７１５をさらに配置
すると、２つの大きなドーム型のガイドピン７４５がドック７００内に嵌合する。ガイド
ピン７４５は、モニタ・ディスプレイアセンブリ７１５を正確に配置し、モニタ・ディス
プレイアセンブリコネクタ及びドッキングステーションコネクタ７２５は円滑に接続され
る。
【０１００】
　ドッキングステーション７００の一の実施の形態は、その前部にボタン７５０を有する
。ボタン７５０は、ラッチを解除し、モニタ・ディスプレイアセンブリ７１５のドッキン
グ解除に使用される。任意で、該モニタ・ディスプレイアセンブリがドッキングしたとき
に、ボタン７５０をバックライトで照らす。これにより、暗い部屋の中でもその位置が容
易に認識できる。
【０１０１】
　図８は、ドッキングステーションＰＣＢＡ（プリント回路基板アセンブリ）８００を示
すブロック図である。ドッキングステーションＰＣＢＡ８００において、コネクタ８２０
は、ドッキング時にはモニタ・ディスプレイアセンブリの下部に設けられた対応するコネ
クタに接続され、複数の外部信号の全てをモニタ・ディスプレイアセンブリからドッキン
グステーションに複製された複数のレセプタクル８５０に送る。一の実施の形態において
、交流／直流のブリックレセプタクル（Ｂｒｉｃｋ　ｒｅｃｅｐｔａｃｌｅ）８５１は、
コネクタ８２０を介して、交流電力をモニタ・ディスプレイアセンブリへ供給する。一の
実施の形態において、コネクタ８２０は、シリアルポート８５２を介したモニタ・ディス
プレイアセンブリへのシリアル通信を提供する。一の実施の形態において、SDLC及び電源
は、コネクタ８２０からＳＤＬＣフレックスポート（Ｆｌｅｘｐｏｒｔ）８５３へ伝達さ
れる。一の実施の形態において、Ｙ－ＤＶＩビデオ信号は、コネクタ８２０から１チャン
ネルＤＶＩビデオポート８５４へ伝達される。一の実施の形態において、外付けのナース
アラート情報は、コネクタ８２０からナースアラートポート８５０に送られる。一の実施
の形態において、４つのＹ－ＵＳＢ信号は、コネクタ８２０から２つに分けられた４つの
ＵＳＢポート８５６、８５７、８５８、８５９に送信される。一の実施の形態において、
Ｙ－Ｅｔｈｅｒｎｅｔ信号は、コネクタ８２０からイーサネットポート８６０に伝達され
る。
【０１０２】
　図９Ａ及び９Ｂは、モニタ・ディスプレイアセンブリ９００の後部に取付けるために外
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一の実施の形態において、ポッド９５５は、モニタ・ディスプレイアセンブリ９００から
電力を受け、複数のポゴピン９１５を介して通信を行う。複数のピン９１５は、接地のた
めの大きな領域を提供する。これにより、モニタ・ディスプレイアセンブリの後部に設け
られた複数のコネクタに接続するために求められるポゴピンの数が少なくて済む。該ポッ
ドの下部に設けられた複数の大きなガイドピン９２０は、見えない状態で、モニタ・ディ
スプレイアセンブリ９００の後部に該ポッドを接続させる。一の実施の形態によれば、複
数のガイドピン９２０は、完全に嵌合したときに能動的なロック及び保持力をモニタ・デ
ィスプレイアセンブリに提供する複数のボールスタッドエンド９２５を有する。一の実施
の形態によれば、モニタ・ディスプレイアセンブリ９００は、複数の無電解金導体パッド
を有し、電源接点、接地接点、及び、信号接点を実現している。複数の接触パッドは、複
数の小径の凹部内に配置され、複数の接触ピンにかかる電圧に使用者が触れることができ
ないように構成されている。一の実施の形態において、ポッド上の押ボタン９３０は、ポ
ッド９５５をモニタ・ディスプレイアセンブリ９００に接続・解除するためのラッチ機構
を、機械的に作動させる。吸気口９４０及び排気口９４５等の複数のレセプタクルは、ポ
ッド９５５の一方側に設けられている。当業者であれば、ポッド９５５のモジュール構成
が、要求に基づいてカプノグラフィまたはマルチガスのうちどちらかと共に、選択的に複
数のモニタ・ディスプレイアセンブリを使用者達に与えることを高く評価するであろう。
【０１０３】
　図９Ｂは、モニタ・ディスプレイアセンブリ９００のモニタ９０５の左側に挿入された
モジュール９６０も示している。
【０１０４】
　図１０は、携帯性の観点から、ドッキングステーション１０２０にドッキングされたモ
ニタ・ディスプレイアセンブリ１０００の背面図である。一の実施の形態によれば、モニ
タ・ディスプレイアセンブリ１０００は、外付けのカプノグラフィまたはマルチガスポッ
ド１０５５を備える。図１０は、モニタ・ディスプレイアセンブリ１０００のモニタ１０
０５の左側に挿入されたモジュール１０６０も示している。
【０１０５】
　上記の例示は、本発明のシステムのうち複数の一例に過ぎない。いくつかの本発明の実
施の形態だけがここに記載されているが、本発明は、発明の精神または範囲から逸脱しな
い限り様々な他の所定の形態で具体化され得ることは理解されるべきである。したがって
、本例示及び実施の形態は、説明のためのものであるとみなされるべきであって、限定的
に扱うべきではない。本発明は、添付の請求の範囲内において変更してもよい。
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